
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年６月１日 特別号 

 

流山市教育委員会 教育総務部 学校施設課 発行 

 

南流山中学校移転と(仮称)南流山第二小学校の整備計画 

 本市では、児童数の急増に伴い、南流山小学校の教室不足が見込まれることから、令和

６年４月に（仮称）南流山第二小学校を開校することを決定しました。 

 なお、学校の設置場所については、現在の南流山中学校とし、南流山中学校を東洋学園

大学旧校舎に移転することとしています。 

 今年度から、『学校施設だより～南流山中学校区版～』を発行し、主に南流山中学校区内

の皆様にお知らせしていきます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 洋 学 園 大 学 旧 校 舎 に つ い て  
 東洋学園大学旧校舎は敷地面積約５．０ヘク

タール、校舎面積は約３万平方メートルを有し

ています。 

平成に入ってから建てられた建物が中心で、

赤レンガが特徴のキャンパスとして、ドラマや

ＣＭのロケ地として多く利用されています。桜

の木が立ち並ぶ中庭は広々としており、豊かな

心と健やかな体を育成できる空間となってい

ます。 

 大学の既存施設、設備を最大限生かした無駄

のない計画を基本とし、良質な教育環境の整備

を行っていきます。 

 

 

 

 

 ②ＩＤ検索「１０１９７２８」 

今後の発行予定 調べ方 

流山市役所ホーム 

  ページより検索 

③ＱＲコード 

 

記事の問い合わせ 

 
令和３年度は不定期に特別号を発行し、 

令和４年度から定期発行する予定です。 

 

記事全般 学校施設課 

04-7157-2755 

東洋学園大学旧校舎～正面～ 

 東洋学園大学旧校舎を南流山中学校校舎へ

改修する設計をまとめる設計会社は、株式会社

奥野設計（以下「奥野設計」）に決まりました。 

 奥野設計は、昭和２７年に創立され、半世紀

以上にわたって市街地再開発、各種コンサルテ

ィング業務を含むサービスを提供している総

合設計事務所です。今回の設計に携わるプロジ

ェクトメンバーは、「旧大学校舎を生かした“キ

ャンパスライクな中学校”“生徒の日常を支え

るアメニティ豊かな空間”をテーマに設計に取

り組んでいきます。」と抱負を述べています。 

 

 

設計は株式会社奥野設計に決定 

東洋学園大学旧校舎～中庭～ 

 ①サイト内検索「学校施設だより」 


